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原著 
中堅看護師が看護実践を継続的に語ることによって生じた変化 
 
須賀 由美子 1) 
 
 本研究の目的は、中堅看護師に焦点を当て、自己の看護実践を継続的に語ることで、自己や日々の看護実践
にどのような変化が生じるのかを明らかにすることである。中堅看護師 3 名を対象に、介入として自己の看護
実践についての語り（1回/月の計 3回）を行い、介入直後および全介入 2週間後に半構成インタビューを実施
した。これらのデータから、中堅看護師に生じた変化を抽出し、質的帰納的に分析した。その結果、中堅看護
師は、初めて日々の看護実践について継続的に語り【語ることの効果】を実感していた。そして、この体験は、
【ものごとの捉え方の変化】や【周囲への影響を考えた人との関わり方】という自己における変化をもたらし
ていた。この自己に生じた変化は、看護実践にも影響し、【「業務」から「患者存在を意識した看護実践」への
変化】というように常に看護を意識するようになり、さらには、【共に取り組みたい職場環境の改善】という変
化も生じさせていた。日々の看護実践を継続的に語ることは、中堅看護師にとって、失いかけていた自己を取
り戻すだけではなく、新たな自分へと自己の立て直しにつながること、そして、自己に生じた変化は、スタッ
フや上司、組織のことまで考えて行動するという、中堅看護師としての役割を認識した看護実践をもたらすこ
とが示唆された。 
 
 
キーワード：中堅看護師、ナラティブ、看護実践を語る、語ることの意味 
 
Ⅰ 緒言 
 近年の臨床現場は、医療の高度化や在院日数の短
縮化及び診療報酬の影響を受けた病棟編成などに伴
い、煩雑化してきている。その臨床現場を支えてい
る就業看護職は 2006 年現在、約 81万人であり、中
堅看護師はその約 60％を占める 1)。中堅看護師の実
践能力は、病院の看護の質や職場の環境に大きく影
響するといわれている 2)。一方、中堅看護師が臨床
で担う役割は拡大し、累積した役割負担感から離職
を考える中堅看護師も少なくないという現状がある 3)。 
 このような中、中堅看護師が現在の仕事に向ける
意欲への影響因子には、自己啓発・積極的看護実践
への取り組み、役割曖昧があるという中堅看護師の
仕事意欲に関する調査研究 4)や、中堅看護師の能力
開発における「ナラティブを用いた内省プログラム」
の構築に関する基礎研究 5)等盛んにおこなわれてい
る。 
 また、現在、中堅看護師を対象としたナラティブ
に関する研究では、事例評価会として看護をナラテ
ィブに語る場を設けた結果、中堅看護師の成長がチ
ーム力を高めたという報告 6)や、中堅看護師が困難
や葛藤を乗り越えるために自分自身をどのように変
容させたのかその体験を分析した研究 7)、また、中
堅看護師がプラトー状態から解放され専門職の自律
性を獲得することが示唆された研究 8)等数多くある。
語ることの効果は先行研究 8,9)でも明らかである。し
かし、いずれの研究も 1回語った直後の効果を取り
扱かった研究であり、その後の看護実践にどのよう
な変化が生じたのか、また、単回ではなく継続的に
語ることの効果についての研究は見当たらない。 
 以上のことから、本研究では、中堅看護師に焦点
を当て、自己の看護実践を継続的に語ることで、自
己や看護実践にどのような変化が生じるのかを明ら
かにし、語ることの意味について考察する。中堅看
護師が継続的に語ることで生じる変化を明らかにす
ることは、看護継続教育においてナラティブを組み
入れる際の示唆を得るものと考える。 
 
Ⅱ 研究方法 
１．研究デザイン 
 本研究は、単一対象実験（single subject 
experiment）9,10)を参考にし、同一研究参加者に介入
を 3回行い、その後の変化をとらえるため図 1のよ
うな研究設計にした。 
 本研究で介入とは、自己の看護実践において、気
になっていることや悩んでいること等について自由1) 遠賀中央看護助産学校 
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に語ってもらうことを言い（以下、介入という）、同
一研究参加者に 1 ヵ月に 1 回、約 40 分の介入を 3
回実施する。各介入直後と全介入（3 回終了）が終
了した 2週間後に実施した半構成インタビューの内
容をデータとした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 研究設計 
 
２．用語の定義 
 「中堅看護師」：ベナー12)が述べている看護師の 5
段階の中堅レベル（全体を把握する能力があり、多
くの属性と局面の中から重要なものを意思決定でき
る）にあたる看護師であり、臨床経験 5年以上で役
職についていない者をいう。先行研究 13)では、中堅
看護師の定義の下限は臨床経験 5年以上が最も多く、
上限は 10 年～19 年と様々である。これを参考に本
研究では、中堅看護師の下限を臨床経験 5年以上、
上限を 19年程度とする。 
 「看護実践を語る」：日々、看護を実践する中で気
になった場面、苦慮した場面、印象に残った場面に
ついて語ることをいう。 
 
３．研究参加者 
 D地域の3カ所の民間病院に勤務する中堅看護師3
名 
 
４．データ収集方法 
１）データ収集期間 
 平成 26 年 8 月 16 日～平成 27年 6月 21 日 
２）インタビュー実施方法 
 介入後、語った後の変化を捉えるために研究参加
者 3名に以下の手順で半構成インタビューを実施し、
その内容をデータとした。 
（１）1回～3回目の介入直後の半構成インタビュー 
 インタビューガイドを用い半構成インタビューを
実施した。インタビューの主な内容は、語ってみて
感じたことや気づいたこと、語る前と後で変化した
と思うことについてであった。研究者は、研究参加
者の話す内容を批判したり評価したりしないことに
留意した。インタビューは 3回（1回／月の計 3回）
実施し、1回の時間は 20分程度である。 
（２）4回目（3回介入後）の半構成インタビュー 
 4 回目の半構成インタビューは、3回継続的に語っ
た後の変化を捉えるために、3 回目のインタビュー
終了後、2週間を目途にインタビューガイドを用い、
半構成インタビューを実施した。インタビューの主
な内容は、月 1回継続して語ったことで気づいたこ
とや自己や看護実践で変化したと思うことについて
である。研究者は、研究参加者の話す内容を批判し
たり評価したりしないことに留意した。時間は 30
分程度であった。 
 以上の行程を各研究参加者に実施した。インタビ
ュー内容は、研究参加者の同意を得、ICレコーダー
に録音した。 
 
５．データ分析方法 
 分析の視点は、自己や看護実践の変化と思われる
点に焦点を当てた。分析方法は、佐藤 14)の質的デー
タ分析法を参考にし、以下の手順で行った。 
１）個々の研究参加者の分析について（1回～3回の
半構成インタビュー） 
 月1回の3回、約3か月継続的に介入したことで、
研究参加者にどのような変化が生じるのかを追うた
めに、インタビュー毎に分析を行った。 
 インタビュー内容の録音データを逐語録として作
成し、データ（テキストデータ）の中から、自己や
看護実践の変化と思われる語りを抽出（セグメント
化）した。次に、抽出したデータにオープンコード
を割り当て、より抽象度の高い焦点的コードへ置き
換えた。最後に、それらコードから概念的カテゴリ
ーを生成した。以上の手順を研究参加者 3名ごとに
行い、各 1回～3回のデータを分析した。 
２）継続的（1 回／月の計 3 回終了後）に語った後
の分析について 
 全介入終了後、語ったことでどのような変化が生
じたのかを把握するために 4回目の分析を行った。
まず、研究参加者 3名のインタビュー内容の録音デ
ータを逐語録として各々作成し、データ（テキスト
データ）の中から、自己や看護実践の変化と思われ
る語りを抽出（セグメント化）した。抽出したデー
　　　1　回目 　　　2　回目 　　　３　回目 　４　回目
　　　　　　※ のインタビュー内容をデータとする
3回語った
後の半構
成インタ
ビュー
介入
（看護実践の語り）
介入
（看護実践の語り）
介入
（看護実践の語り）
語った直後の半
構成インタビュー
語った直後の半
構成インタビュー
語った直後の半
構成インタビュー
1ヵ月後 1ヵ月後 2週間後
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タにオープンコードを割り当てた。次に、研究参加
者 3名の共通性と異質性に着目し、オープンコード
のグルーピングを行った。グルーピングされたオー
プンコードをより抽象度の高い焦点的コードへ置き
換えた。最後に、それらコードから概念的カテゴリ
ーを生成し、その関係性を図にした。 
 
６．確実性、信憑性の確保 
 本研究を実施するに当たり、インタビューの内容
や方法についての確実性を確保するために、プレイ
ンタビューを実施し、得られたデータからインタビ
ューガイドやインタビュー方法が適切であったか評
価し、修正をおこなった。さらに、信憑性を高める
ために、逐語録を繰り返し読み、データの分類や解
釈においては、指導教員 3名のスーパーバイズを受
け、合意を得るまで検討を実施した。 
 
７．倫理的配慮 
 施設の管理者に研究の趣旨を説明後、賛同を得た
施設にポスターを掲示し、研究参加者を募集した。
研究に協力の意思があった応募者に、文書並びに口
頭で研究の目的や方法、中断の自由性、不利益を生
じないこと、守秘義務や個人情報の厳守、また、こ
の研究は個人並びに施設に対する評価が目的でない
ことについて説明し、同意書による同意を得た。イ
ンタビュー日時、場所は研究参加者の希望を重視し、
場所は会話が漏えいしないように配慮した。インタ
ビュー内容は、IC レコーダーに録音することの許可
を得た。また、データ及び記録媒体は、鍵のかかる
場所に保管し、研究終了後に破棄した。本研究は、
日本赤十字九州国際看護大学研究倫理審査委員会の
承認（承認番号 14－002 号）を得て実施した。 
 
Ⅲ 結果 
１．研究参加者の概要 
 研究参加者 3名（A氏、B氏、C氏）の概要及び 3
回の介入の主な内容を表 1に示す。 
 
２．個々の研究参加者の分析結果 
 各研究参加者が介入直後の半構成インタビューで
語った内容の中から、自己及び看護実践の変化と思
われる語りを抽出し、個別に分析した結果を表 2～4
に示す。概念的カテゴリーは【 】で、焦点的コー
ドは≪≫で表す。また、研究参加者の語りは「 」
斜体で示し、その文末にコード番号を示した。意味
がとりにくい場合は、（ ）内に補足を行った。尚、
紙面の関係上、研究参加者 A氏のみ語りのデータを
用いて説明する。 
        表１ 研究参加者の概要と看護実践の語りの内容 
 
1回目 2回目 3回目
研
究
参
加
者
A
40歳代
女性
14年
X病院
（200床以
下）、現部
署に異動
して1年半
日々疲れていて患者の
声を聞く余裕がない。今
回の異動は前部署での
目標途中での異動にな
り、まだ葛藤している。し
かし、今の部署をよくして
いきたいと思っている。
1回目のインタビュー後から
看護を意識して動いてい
る。患者への声かけも変
わった。スタッフと話すとき
どうすれば分かりやすいか
やスタッフと良い看護をし
たい等考えたりしている。
スタッが異動した。納得の
いかない人事だが、振り回
されないようにしたい。先
日コミュニケーションの研
修にいった。人と関わる勉
強をしていきたい。人の話
が聞ける人になりたい。
研
究
参
加
者
B
30歳代
男性
12年
Y病院
（500床）、
実習指導
者
感覚とか流れで仕事をし
ている。根拠を持って説
明できたらいいなあと思
う。今道に迷っている感じ
がする。スタッフや上司と
話さないといけないと思う
が、感情が残っていて話
せない。
周りは何も変わらないが、
今は落ち着いて仕事がで
きている。スタッフを自分に
あわせようとしていたことに
気づいた。チームを意識す
るようになり感謝しないとい
けないと思う。自分が変わり
たいという焦りが空回りして
いたのかもしれない。
自然体でやれている。周り
を見ながら伝わるまで伝え
ていこうと考えるようになっ
た。看護がやるべき事とか
も考えていきたい。1日の
振り返りをするようになり、
日々気持ちよく仕事に取り
組めている。
研
究
参
加
者
C
40歳代
女性
20年
Z病院
（300床以
下）、面接
直前に部
署異動と
なる、実習
指導者
異動したばかりで、まだ自
分らしさをだせていない。
自分の精神状態が患者
に影響しないか不安にな
る。若い人は覚えが早く
遅れをとっている感じが
する。勉強しているがな
かなか活かせない。
随分病棟には慣れてきた。
今までの経験を活かしたい
と思う。話すことで再発見で
きている。今新人のプリセ
プターをしている。自分の
学生時代のことを思い出
し、つらい思いはさせたくな
い。大事に育てていきたい
と思っている。
今の病棟は相談しやすい
雰囲気がありいいなあと
思っている。がんばらな
きゃっと思っている。一つ
一つ考えながらやってい
る。スタッフにも声かけ、基
本を大事にする病棟にし
ていきたい。
看護実践の語りの主な内容
背景
臨床
経験
年齢
性別
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１）A氏の分析結果 
 1 回目のインタビューでは 7 つの焦点的コードか
ら 4 つの概念的カテゴリーが、2 回目のインタビュ
ーでは、6 つの焦点的コードから 3 つの概念的カテ
ゴリーが、そして 3回目のインタビューでは、11 の
焦点的コードから 4つの概念的カテゴリーが生成さ
れた（表 2）。以下、概念的カテゴリーについて説明
する。 
 まず 1 回目で A 氏は、日頃の悩みや思いを初め
て話したことで【現状の思いの言語化】ができ、
悩みの原因を認識し、今までもやもやしていた気
持ちの整理ができている。気持ちの整理ができた
ことで、≪成長へ向けた努力≫をしたい思いや、
良い先輩であるために≪後輩への優しい声かけ≫
をしていきたいという【自己成長志向の意識化】
ができ、成長したいという思いが芽生えている。
成長への思いが芽生えたことで、【見え出した成し
遂げたい看護】という自分のやりたい看護を漠然
とではあるが考える余裕や【周囲との意図的な対
話】というもっと人と分かり合いたい思いが生じ
ている。 
  「自分が日頃こんなことに悩んでいたんだ
（中略）言葉にしてみてこういうことにもやも
やしていたんだなあとはっきりわかりました。
すっきりしました。（A1002）」「私は、新人の時
からわりと異動が多くて、変わる度に、初心に
戻って考えるようにしてます。（中略）できる
だけ苦痛に感じるのではなく楽しく毎日ひと
つずつ成長できるといいなあって、そういう先
輩でありたいって思ってます。（A1008）」「自分
が思っている看護が、なんか漠然としている看
護が、話しているうちに見えてきたというか
（中略）実際は難しいんだけどそれが見えてき
たような気がします。（A4004）」「（スタッフは）
経験豊富な人達なので、きっと話すとわかりあ
えるとは思いますけど、なんせこういう話はし
たことがないので、話す機会を作らないといけ
ないのかなあ（A1006）」 
 2 回目では、看護実践を語ることで≪考えている
ことや関心のあることへの気づき≫や≪いろんなこ
とを考えてやっている自分≫等【見えてきた今の自
分】というように、今の自分が何に関心があるのか
が明確になり、もっと学びたいという思い【芽生え
た学習意欲】が生じている。学習への意欲が芽生え
た A氏は、≪できることをやっていきたい思い≫や
≪看護を変えたい思い≫等【共にできることから変
えていきたい看護】というスタッフと積極的に取り
組みたいという思いが芽生えている。 
  「今日（看護実践の語り）、少し教育的なと
ころの話が出ましたけど（中略）関心があるん
だなあって、だから話したんだなあって思いま
した。（A2002）」「もちろん私もまだ未熟なので、
一緒（新しいスタッフと）に勉強していきたい
なあって思ってます。（A2008）」「話しているう
ちに（中略）なんだかやれるかなあって気がし
てきました。（A2012）」 
 3 回目では、もやもやが解消し【渦の中から抜け
出し取り戻した自分】というように渦の中から抜け
出せた自分を感じている。そして、【今までと違う自
分】というように語りの場が振り返る場となり自信
を取り戻している。さらに、≪流されない自分≫に
なったり≪冷静にみることの必要性≫が大事だと気
づき、【認識が変わり安定した自分】というように考
え方や捉え方が変わったことで、精神的に安定する
ことができている。この変化は、【協力して取り組み
たい患者にとっての良い看護】という意思を芽生え
させていた。 
  「人は、その場所に長くいたり、渦の中にい
ると見えなくなる時がありますよね。それがこ
うやって話すことでその渦から抜け出ること
ができるんだなあと思います。（A3002）」「次回
は何を話そうって話題を探している自分がい
ます。そう思うだけで、今までとは違う自分が
います。（A3016）」「もちろん現場は何も変わら
ないんですけど（中略）自分自身の考え方や捉
え方を変えることで、精神衛生を保てるんだな
あって、そういう風に持っていけるんだという
ことがわかりました。（A3012）」「今まで（中略）
一回はいってみるんですけど、だめだったら諦
めて流されていた自分がいたんですけど、患者
にとって良い看護を提供するためにはどうし
た ら 良 い か を 考 え る よ う に な り ま し た 。
（A3017）」 
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２）B氏の分析結果 
 1 回目 のインタビューでは７つの焦点的コード
から 4 つの概念的カテゴリーが、2 回目のインタビ
ューでは、7 つの焦点的コードから 4 つの概念的カ
テゴリーが、そして 3 回目のインタビューでは、8
つの焦点的コードから 4つの概念的カテゴリーが生
成された（表 3）。以下、概念的カテゴリーについて
説明する。 
 まず1回目でB氏は、語ることで溜まっていた様々
な思いが噴出し【感情の言語化】が出き、今まで処
理できていない感情が残っていることに気づいてい
る。そして、≪語ることで自分が変わる楽しみ≫と
いうように自分が変わるかもしれないという【自己
変化の予感】を感じていた。変わる予感を感じたこ
とで、≪自己と向き合わないといけない問題≫や 
≪無意識な看護実践≫等【自己課題の明確化】とい
うように自己の課題を自覚でき、今まで殆ど話して
いなかったスタッフや上司と話したいという【周囲
との対話】を意識的に行いたいという思いが芽生え
ていた。 
 2 回目では、≪整理できた感情や溜まっていたも
の≫や≪自分が追い込まれていた原因への気づき≫
というように【自己理解できるようになった自分】
という変化を自覚し、【安定した自分】を実感してい
た。そして、周りは何も変わらないが≪受け止め方
の変化≫が生じ、【自己認識の変化】というように受
け止め方や意識が変わるだけで景色が変わってみえ
ると気づき、今まで考えたことのなかったスタッフ
のことを考え、【個々を尊重した対応】をしていきた
いという思いが芽生えていた。 
 3 回目では、【無意識の自己への気づき】というよ
うに意識していない考えや感情に気づき、≪話すこ
       表２ A 氏の分析結果 
 
概念的カテ
ゴリー
焦点的コード オープンコード
概念的カテ
ゴリー
焦点的コード オープンコード
概念的カテ
ゴリー
焦点的コード オープンコード
はっきりした
日頃の悩み
・日頃の悩みや思い
がはっきりわかった
もやもやが解
消し取り戻し
た自分
・もやもやが解消した
・本当にすっきりしている
思い出した忘
れていた思い
・幸せだと気づいた
・人に優しくしたいと
いう思いを思い出した
渦の中から抜
け出せた体験
・花開く感じがする
・渦の中から抜け出せる
・精神を安定させる手段
の一つになった
いろんなこと
考えてやって
いる自分への
気づき
・患者のこと考えている
・いろんなことを考え
やっていることに気づ
いた
話題探し
話題を探している自分が
いる
出てきた自信
・理解してくれていると
思うと自信がでてくる
流されない自
分
・立ち止まって考えるよう
になった
考え方・捉え
方の変化
・考え方や捉え方を変え
ることで精神衛生が保て
る
冷静に見るこ
との必要性
・冷静に見えるようにな
る事が大事と思った
諦めない思い
・もう少し今必要な看護
について学びたい
・諦めないで頑張りたい
患者にとって
の良い看護
・良い看護を提供する方
法を考えるようになった
友達や先輩と
の話す機会
・友達や先輩と話した
くなった
業務改善へ
の工夫
・業務改善するための工
夫を考えるようになった
・できる範囲の改善を探
すようになった
1回目
・自分のやりたい看護
が見えてきた
・自分のやりたい看護
をスタッフとやりたい
周囲との意
図的な対話
スタッフや上
司と話す機会
・スタッフと話す機会
を作りたい
・主任と話す機会を
作りたい
現状の思い
の言語化
自己成長志
向の意識化
成長へ向けた
小さな努力
・小さな努力を続けて
いきたい
・毎日1つずつ成長し
ていきたい
後輩への優し
い声掛け
・後輩を支援していき
たい
・後輩に優しく声かけ
るように心がけたい
見え出した
成し遂げた
い看護
見えてきたや
りたい看護
・振り返る場になってい
た
・話すことを整理する段
階で振り返れている
今までと違う
自分
3回目
学ぶ意欲
芽生えた学
習意欲
大事にしたい
こと
・謙虚さを忘れないよう
にしたい
・自分自身のことを忘
れることなくやりたい
認識が変わり
安定した自
分
共にできるこ
とから変えて
いきたい看
護
2回目
考えているこ
とや関心のあ
ることへの気
づき
・振り返ることができる
・教育に関心があると
気づいた
見えてきた
今の自分
・今のスタッフと看護を
変えていきたい
・保清改善に取り組み
たい
看護を変えた
い思い
協力して取り
組みたい患
者にとっての
良い看護
渦の中から
抜け出し取り
戻した自分
振り返りの場
・一緒に勉強したい
・主任の自分に厳しい
ところを学びたい
できることを
やっていきた
い思い
・新人と一緒に頑張り
たい
・できることをやってい
きたい
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とが勉強≫であると感じ【見えてきた今後進む道】
というように語ることの大事さと効果を実感してい
た。悩んでいる時に道が見えてくるという体験をし
た B氏は≪自分の中身の変化≫と感じるほど【内面
が変化した自分】を体験していた。内面の変化がお
きた B氏は、【職場における意識の変化】というよう
に周りのことを考えながら落ち着いて看護実践でき
る余裕が芽生えていた。 
３）C氏の分析結果 
 1 回目のインタビューでは 5 つの焦点的コードか
ら 3 つの概念的カテゴリーが、2 回目のインタビュ
ーでは、5 つの焦点的コードから 3 つの概念的カテ
ゴリーが、そして 3 回目のインタビューでは、8 の
焦点的コードから 4つの概念的カテゴリーが生成さ
れた（表 4）。以下、概念的カテゴリーについて説明
する。 
 まず 1回目で C氏は、語ることで≪やれている自
分への気づき≫ができ、【芽生えた自己効力感】とい
うようにやれている自己を認識できている。また、
≪自分のことを話すことの新鮮さ≫を感じ、【自己開
示の大事さ】を実感していた。そして、≪ちゃんと
したいという思い≫を自覚したことで【蘇ってきた
成長意欲】が生じていた。 
 2 回目では、語り振り返ったことで≪冷静に見え
ている自分≫に気づき、【見えてきた今の職場環境】
というように今の病棟の良い所が見えてきている。
そして、≪基本に返ってやっている看護実践≫や 
≪患者や学生のことを考えてやっていることへの気
づき≫というように【根拠に基づいた看護実践】を
自覚し、さらに、【実習環境改善への意欲】が芽生え
ていた。 
 3回目では、≪気持ちが軽くなり薄れてきた不安≫
というように、異動に対しての不安が語ることで【新
しい職場への適応】ができている自分を自覚し、落
ち着いて仕事ができるようになっていた。また、  
≪真剣に考えてやっている自分≫や≪予想もしてい
ないことを話すことの驚き≫というように【新たな
自己の発見】に気づき、【俯瞰的に捉えることができ
るようになった自分】という余裕が生まれていた。
そして≪スタッフに問いかけながら良くしていきた
   表３ B 氏の分析結果 
 
概念的カテ
ゴリー
焦点的コード オープンコード
概念的カテ
ゴリー
焦点的コード オープンコード
概念的カテ
ゴリー
焦点的コード オープンコード
気持ちの整理
・本当にすっきりした
・気持ちの整理がつい
た
処理できてい
ない感情
・感情が理解できてい
ないことに気づいた
自分が追い
込まれていた
原因への気
づき
・ちゃんとしていること
に気づいた
・周りの優しさに気づ
いた
無意識な看
護実践
・看護実践について考
えたことがなかったこと
に気づいた
上司との会話
・上司ときちんと話さな
いといけない
意識した会話
・会話を意識するように
なった
・人のこと考えるように
なった
・メタ認知が働きだした
落ち着いてで
きている仕事
・落ち着いて仕事ができ
るようになった
・やってなかったことをや
るようになった
内面が変化
した自分
職場におけ
る意識の変
化
自分の中身の
変化
・周りを見る余裕が出て
きた
・自分の中で整理できた
中身が変化していくのが
分かる
働き出したメ
タ認知
3回目
・語ることで自分がか
わるかもしれないと思
う
・楽しみになった
・言葉にできなかった
感情や溜まっていたも
のに気づいた
・自分の中で整理で
きた ・思っていなかった考え
や感情に気づけた
・話すことは大事で効果
があると思った
・話すこと聞くことは本
当に大事と思った
・語ることが勉強になっ
ている
悩んでいる時
に見えてくる
道
・悩んでいる時に道が見
えてくる
・大事にしたいことが見
えてきた
整理できた感
情や溜まって
いたもの
落ち着いてい
る自分
・立ち戻った気がする
・感情が残っていること
に驚いている 自己理解で
きるように
なった自分
・専門的なことを話す
のは大事と思った
・言葉にするのは大
事だと持った
話すことの大
事さを実感
安定した自
己
意識していな
い考えや感情
への気づき
無意識の自
己への気づ
き
周囲との対
話
・一人よがりはしたく
ない
・皆に上手く伝えたい
と思う
今まで考えた
ことがないス
タッフへの思
い
個々を尊重
した対応
・人に上手くつたえる
ことができるようになり
たい
人への伝え方
・気持ちを新たにでき
る
・意識が変わるだけで
周りの景色が変わると
気づいた
意識が変わり
違って見える
景色
自己認識の
変化
見えてきた
今後進む道・自分で自分のケアを
している感じがする
・すっとして落ち着い
ている
話すことが勉
強
・固執しなくなった
・ダメな自分を受け止
めイライラしなくなった
受け止め方の
変化
1回目 2回目
自己課題の
明確化 自己と向き合
わないといけ
ない問題
・自己のこだわりにつ
いて冷静に考える必
要がある
・自分自身の課題と向
き合う必要性を感じた
感情の言語
化
残っている感
情への気づき
自己変化の
予感
語ることで自
分が変わる楽
しみ
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い病棟≫というように【共に協力して取り組みたい
職場環境の改善】という意欲が芽生えていた。 
 
３．継続的（1回/月の計3回）に語った後の分析結果 
 継続的(1 回／月の計 3 回)に語った後、自己及び
看護実践にどのような変化が生じたのかを捉えるた
めに、研究参加者 3名に半構成インタビューを実施
した。その内容を分析した結果、14 の焦点的コード
から 5 つの概念的カテゴリーが生成された（表 5）。
そして概念的カテゴリーの関係図を作成した（図 2）。
以下、概念的カテゴリーについて説明し、その関係
性についても説明する。 
 まず、概念的カテゴリーについて説明する。研究
参加者は、看護実践の語りを重ねるごとに、≪やれ
ている自分へ気づき≫、≪話す度に落ち着いていき
取り戻した自分≫というように様々な自分に気づき、
継続的に【語ることの効果】を実感していた。そし
て、≪考え方や人に対する捉え方が変わった自分≫
や≪流されずにやれることをやりたい自分≫という
ように【ものごとの捉え方の変化】が生じていた。 
  「話して聞いてもらうだけで、承認してもらっ
てる感じがして、やれてる自分に気づいていった
ような気がします。（A1019）」「語って聞いてもら
ってるだけなんだけど、なんか肯定的に受け入れ
られてもらってる感じがして落ち着いていく自
分がいた。（B4026）」「流れていたのが立ち止まっ
て考えるって感じですね。（C2021）」「真面目な自
分が取り戻せたかなぁって思ってます。（B4030）」
「余裕をもって物事みれるようになった。
（A4015）」「簡単に風が吹くだけで変わるような
変化とは違うような（中略）考え方というか、人
に対する捉え方というか自分の内面が変わった
んだと思います。（B4011）」 
 ものごとの捉え方が変わったことで≪スタッフへ
の影響を考えるようになった自分≫へと変化し、【周
囲への影響を考えた人との関わり方】というように
人との関わり方が変わっていた。ものごとの捉え方
が変わったり周囲への影響を考えるようになった研
究参加者は、≪患者の存在を意識するようになった
日々の看護≫や≪看護を意識しだし感じるようにな
  表４ C 氏の分析結果 
 
概念的カテ
ゴリー
焦点的コード オープンコード
概念的カテ
ゴリー
焦点的コード オープンコード
概念的カテ
ゴリー
焦点的コード オープンコード
やれている自
分への気づき
・案外考えてやってい
る自分に気づいた
冷静に見えて
いる自分
・冷静に自分のことが
見えていると気づいた
ちゃんとした
いという思い
蘇ってきた成
長意欲
3回目
芽生えた自
己効力感
今までの自己
の振り返り
・働いてきた自分を振
り返れた 見えてきた
今の職場環
境
振り返り見え
てきた今の病
棟
・振り返ることができた
・気分的には楽という
ことが見えてきた
1回目 2回目の
自己開示の
大事さ
自分のことを
話すことの新
鮮さ
・普段仕事のことは話
すが自分のことは話
さない
・話をして新鮮な感じ
がする
・安心して話せた
実感した聞い
てもらうことの
大事さ
・いくつになっても聞
いてもらうことは大事
と思った
・実習先の先生ともっ
と学生のことについて
話さないといけない
・スタッフに学生のこと
を分かってもらうように
したい
実習指導へ
の思い
実習環境改
善への意欲
共に協力し
て取り組み
たい職場環
境の改善
・しないといけないこ
とはちゃんとしたい
・頑張っていたころの
自分を思い出した
スタッフに問
いかけながら
良くしていき
たい病棟
・スタッフに問いかけられ
るようになった
・力を合わせて病棟を良
くしていきたい
・同僚と一緒に業務改善
したい
・話したいことを話すの
で気持ちが軽くなってき
た
・異動しての不安が薄れ
落ち着いて仕事ができ
た
根拠に基づ
いた看護実
践
患者や学生
のこと考えて
やっていること
への気づき
・一人一人の患者のこ
と考えてやっている
・病棟や学生のこと考
えてやっていたと気づ
いた
基本に返って
やっている看
護実践
・一つ一つ基本に
返ってやっている
・初心に戻れたようで
新鮮な感じかする
気持ちが軽く
なり薄れてき
た不安
新しい環境
への適応
・予想もしていないことを
話して驚いている
・意識していないことが
あると気づいた
予想もしてい
ないことを話
すことの驚き
・意外とちゃんとやって
いると気づいた
真剣に考えて
やっている自
分
変わっていた
自分への気づ
き
俯瞰的に捉
えることがで
きるように
なった自分
・自分が変わっていたこ
とに気づいた
・基本の大切さに気づい
た
・やってることを認めても
らっている感じがする
・全く違う目で見てもらっ
てる感じがしていい
認めてもらうこ
との嬉しさ
新たな自己
の発見
・話して聞いてもらうこと
で振り返りができる
・メタ認知が身に着くと思
う
自己の俯瞰的
な振り返り
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った看護をしている実感≫というように日々の看護
実践が【「業務」から「患者存在を意識した看護実践」
への変化】というように常に看護を意識するように
変化していた。さらに、【共に取り組んでいきたい職
場環境の改善】というように良いケアをするために
スタッフ一人一人を尊重し業務改善をしていきたい、
そういう雰囲気の職場にしていきたいという思いが
芽生えていた。 
  「今回このように話すようになってから、新人
に指導する時など（中楽）どうすればわかっても
らえるかなあって考えるようになりました。
（A4010）」「自分が日頃（中略）看護とかあまり
意識していなかったんですね。それがこうやって
話していくうちに（中略）看護を意識するように
なりました。（A4001）」「スタッフとゆっくり話す
ようになりました。（B4004）」 
  「もっと患者と深く関わりたいなあって考える
ようになりました。（A4002）」「患者さんの存在を
いつも意識するようになりました。（A4006）」「患
者さんのところに目的をもっていくようになり
ました。（B4013）」「仕事についてこんなに考えた
ことはなかったからですね。今まで働かされてる
って感じがしてましたけど、今は働いてるって感
じです。（B4029）」「バランスを取りながら人の歩
調に合わせながら慎重に進んで行けたり、お互い
を尊重しながら進めていけたらいいなあって思
ってます。（A4016）」「こういう話す機会があれば、
（スタッフ）それぞれの考えを聞いてもっと良い
技術に、ケアにできるのでないかなあって思いま
す。私が、できるだけ話やすい雰囲気を作ってい
けたらいいなあって思ってます。（C4007）」 
 
 次に、概念的カテゴリーの関係図（図 2）につい
て説明する。生成された概念的カテゴリーは、その
意味内容から、自己に関すると思われるものと看護
実践に関すると思われるものに分別できた。自己の
変化に関すると思われるものを  で、看護実践
に関すると思われるものを  で表した。 
 研究参加者は、看護実践について継続的に語った
ことで、やれている自分に気づいていき、自分を取
り戻し安定していく自分を感じており【語ることの
効果】を実感していた。そして、精神が安定したこ
      表５ 3 氏の 4 回目（3 回継続的に語った後）の分析結果 
 
概念的カテゴリー 焦点的コード オープンコード
変わったスタッフとの会話の仕方
やれている自分への気づき
自分のことを話すことの大事さ
共に取り組んでいき
たい職場環境の改
善
実行していきたい相手を尊重した
関わり
取り組みたい良いケアのための業
務改善
看護を意識しだし感じるようになっ
た看護している実感
語ることの効果
ものごとの捉え方の
変化
周囲への影響を考え
た人との関わり方
「業務」から「患者存
在を意識した看護実
践」への変化
スタッフへの影響を考えるようになっ
た自分
考えるようになった効果的な話し方
もっと学びたい人との関わり方
患者の存在を意識するようになった
日々の看護
過去の影響の大きさへの気づき
話す度に落ち着いていき取り戻した
自分
考え方や人に対する捉え方が変
わった自分
流されずにやれることをやりたい自
分
・やれていることに気づいてすっきりしている
・承認してもらっている感じがしてやれている自分に気づいた
・何かをつかみかけた感じがする
・自分のことを話して振り返ることは大事だと思う　・立ち止まって考える感じがする
・過去が今の自分を築き上げていることに気づいた
・看護学校時代のことが大きく影響していることに気づいた
・余計なことを考えずに仕事するようになった
・肯定的に受け入れてもらっている感じがして、落ち着いていく自分がいた　・真面目な自分が取り戻せた
・ここ１～２ヵ月は安定している
・考えや人に対する捉え方が変わった　・余裕をもって物事を見れるようになった
・反応の仕方に余裕が出てきた　・人に対して批判的な考えをしなくなった
・周りの人を尊敬するようになった　・人を責めることが無くなった　・管理者に対しての不満がなくなった
・スタッフの良いところが見えてきた
・患者と深く関わりたいと考えるようになった　・患者のところへ目的をもっていくようになった
・考えて患者と話すようになった　・患者の存在を常に意識することが大事だと思うようになった
・意識して看護するようになった　・今は働いている感じがする
・一つ一つが業務でなくなり看護している感じがする
・一人一人の意見を取り上げていきたい　・お互いに尊重しながら歩調を合わせて進んでいきたい
・スタッフそれぞれの考えを聞いて良いケアをしていきたい　・話やすい雰囲気を作っていきたい
・基本的なことをスタッフが行えるよう働きかけていきたい
・患者が安心してケアを受けることができるように取り組みたい　・振り返りながら業務をやっていきたい
・業務改善に取り組みたい
・小さな努力ができるようになった　・自分でやれることをやろうと思うようになった
・流されていた自分がいたが一つ一つちゃんとしていきたい
・できるところからしていき役割をとっていきたい
・聞くことが出来るようになった　・人の話に耳を傾けるようになった　・スタッフとゆっくり話すようになった
・自分をコントロールできるようになりたい　・スタッフに良い影響を与えられるようになりたい
・効果的に話すためにはどうすれば良いか考えるようになった
・新人に指導する時、どうすればわかってもらえるか考えるようになった
・学生との関わり方を学びたい　・もっと聞く技術や話す技術を身に着けたい
・スタッフと意識して話していきたい
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とで余裕をもってものごとみれるようになり、【もの
ごとの捉え方の変化】や【周囲への影響を考えた人
との関わり方】という自己の内面に関すると思われ
る変化が生じていた。これら自己に生じた変化は、
患者の存在や看護を常に意識する変化を生じさせ、
【「業務」から「患者存在を意識した看護実践」への
変化】や【共に取り組んでいきたい職場環境の改善】
という日々の看護実践の変化を生じさせていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 概念的カテゴリーの関係図 
 
Ⅳ 考察 
 まず、研究参加者 3名のインタビュー1回～3回に
おける介入直後の変化について、個別に考察する。
次に、継続的（1 回／月の計 3 回）に語った後に生
じた変化について考察する。最後に、これらを踏ま
えて、看護継続教育においてナラティブを組み入れ
る際の再考の一助となるよう、その提言について述
べる。 
 
１．A氏の継続的に語ることで生じた変化 
 A 氏は、1回目で【現状の思いの言語化】という言
葉にする体験をし、悩みの原因について認識できて
いる。A 氏は勤務異動して 1 年半である。新しい部
署は、これまでとは全く違う環境で覚えることも多
く、自分の思うような看護ができていないという混
沌とした状況の中で悩みを抱いていた。この状況を
語り、その悩みの原因が、異動をまだ納得していな
かったことから生じていると気づいている。前部署
での目標があり、それを中断しての異動であったこ
とで、気持ちの整理がつかず、今ある目の前のこと
をただやっていたという状況であったと推察する。
これは、吉田ら 15)も述べているように、同じ病院内
における異動でも、中堅看護師にとっては職場の変
化に対する違和感と驚きが大きく、現職場での看護
に深みを感じることが出来ずにいたのではないかと
考える。 
 A 氏は、語るうちに過去にも数回異動をし、それ
を乗り越えてきた自分がいたことを思い出したこと
で自己を取り戻し、「毎日少しずつでも成長できたら
いい」と語り、【自己成長志向の意識化】をすること
ができている。胸の中に抱えていた思いを語ること
で、自己を取り戻し、揺らぎから抜け出せたのでは
ないかと考える。そして、【見え出した成し遂げたい
看護】というように、自分のやりたい看護について
考えることができるようになっている。さらに、話
すことの大事さを実感したことで、【周囲との意図的
な対話】をしたいという思いが生じ、周りの人とも
っと関わりたいという余裕がでてきている。 
 自己を取り戻した A 氏は成長意欲が芽生え、2 回
目では、【芽生えた学習意欲】、【共にできることから
変えていきたい看護】というように看護を変えてい
きたいと具体的に考えるようになっている。 
 さらに、3回目では、「渦の中から抜け出した感じ」
と表現しているように、前へ進むことができたので
はないかと推察する。これは野口 16)が、これまでに
自分が経験した様々な出来事、さまざまな思い、そ
れは語られることによって整理され、関連づけられ、
意味づけられると述べているように、A 氏は語るこ
とで、現実の自分がやっていることを意味づけるこ
とができたと考える。また、A 氏は「話題を探して
いる自分がいます」と語っているように、語ること
が振り返る場となり、【今までと違う自分】というよ
うに新たな自己の生成ができ、さらには、【認識が変
わり安定した自分】というように精神的に安定した
自己へと変化している。また、揺らいでいた職業的
アイデンティティを安定させ、看護実践にも変化を
生じさせている。そして、【協力して取り組みたい患
者にとっての良い看護】というやりたい看護が明確
になり、それを諦めず実現へ向け工夫しながらやっ
ていきたいという意欲へ繋がっている。 
 
２．B氏の継続的に語ることで生じた変化 
 B 氏は、1回目では自分でも今まで気づかなかった
【感情の言語化】ができている。今までの上司やス
タッフへの感情がまだ処理できていないことを自覚
し、その感情の原因は相手ではなく自分自身の中に
あることに気づいている。B 氏は、看護人生におい
【周囲への影響を考えた人
との関わり方】
【ものごとの捉え方の変化】
　【「業務」から「患者存在を意識した
看護実践」への変化】
【共に取り組んでいきたい
職場環境の改善】
【語ることの効果】
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て行き詰まりを感じ、混沌とした状況下にあったと
推測する。辻ら 17)の、中堅看護師の時期がプラトー
現象（進歩の停滞する時期）を起こす傾向にあると
いう研究からも明らかなように、B 氏もこのプラト
ー現象を起こしていたと考える。言葉にならないも
のが自分の中に渦巻いており、そこから抜け出した
いと模索していたのではないかと推察する。 
 B 氏は、実際に語ってみて気持ちの整理がつき、
その効果を実感したことで【自己変化の予感】を感
じたのではないかと考える。さらに B氏は、今まで
無意識に看護実践をしていたことや処理できていな
い感情に気づくことができている。そして【自己課
題の明確化】ができ、向き合わないといけないとい
う課題認識ができる自分へと変化している。その変
化は、【周囲との対話】という今まで話せていなかっ
たスタッフや上司と話したいという思いへと一歩踏
み出す勇気を生起させたと考える。これは、関 18）
の現状と向き合うことが出来た場合は、現状から踏
み出したい、状況を変えたいという意思へと繋がる
という研究結果と一致している。  
 現状と向き合うことができた B氏は、2回目では、
【自己理解ができるようになった自分】へと変化し、
語ることをまるで【安定した自分】と感じるほど落
ち着いて行く自分を自覚している。また、日々気持
ちが安定して仕事ができるようになったことで、【自
己認識の変化】というように、物事の受け止め方が
変わり、ありのままの自分を受けとめることができ
るようになっている。B 氏は、今までの自分とは違
うと感じるほどの変化が起こっている。この変化は、
今まで考えたことがないスタッフのことを考えるよ
うになり、【個々を尊重した対応】をしていきたいと
いう思いを生起させている。 
 さらに自己の変化は、3回目では、【無意識の自己
への気づき】というように、意識していない考えや
感情に気づく自分へと変化していた。そして、【見え
てきた今後進む道】というように、悩んでいる時に
何をすれば良いかや自分が大事にしたいものが見え
てくるようになる等【内面が変化した自分】を自覚
していた。これらの自己に生じた変化は、【職場にお
ける意識の変化】というように、今までスタンドプ
レイでやってきた看護実践が、周りを意識しながら
やっていきたいという看護実践へと変化している。 
 
３．C氏の継続的に語ることで生じた変化 
 C 氏は、今回のインタビュー直前に突然勤務異動
となっている。慣れない病棟で不安を抱きながら、
病棟に 1日でも早く馴染もうと努力している状況で
あった。C 氏にとっては大きなストレスがかかって
いたと推察する。しかし、話すことで、【自己開示の
大事さ】を実感し、自己の振り返りができている。
そして、【蘇ってきた成長意欲】というように、漠然
とではあるが、頑張りたいという思いが湧き出てき
ている。 
 2 回目では、【見えてきた今の職場環境】というよ
うに、現病棟の良い所にも気づく余裕がでてきたり、
【根拠に基づいた看護実践】の大事さに気づいたり
している。C 氏は話して聞いてもらうだけで承認し
てもらっていると感じ、過去の自分を正しく自己評
価していき、自己の有能性を確認できていき、自己
の立て直しができたのではないかと考える。そして、
【実習環境改善への意欲】が芽生えたと考える。 
 3 回目では、精神が安定し【新しい環境への適応】
ができていることを実感している。また、【新たな自
己の発見】というように、予想もしていないことを
話したり、実習指導や患者のことを考えてやれてい
る自分に気づいている。C 氏は、異動したことで一
時的に不安は抱いたが、語ることをきっかけに、や
れている自分や、異動して変わっている自分に気づ
き、自己を取り戻し、進むべき方向性が見え、安定
してきたということではないかと考える。C 氏は、
さらに、【俯瞰的に捉えることができるようになった
自分】へと変化し、現在の自分をしっかり捉えるこ
とができるようになっている。この自己の変化は、
【共に協力して取り組みたい職場環境の改善】とい
う意欲へと繋がり、患者にとってよい看護が提供で
きるよう、病棟の雰囲気を作りたいという思いや、
良い指導者になりたいという意欲を生起させ、日々
流れていた看護が、基本を大事にしながらやりたい
という看護実践へと変化している。 
 
４．継続的に語ることで生じた変化 
 研究参加者 3名は、背景も違い、悩みや思いも様々
であり、それを人に話す機会も無い状況であった。
しかし、今回、継続的（1 回／月の計 3 回）に語っ
たことで、様々な思いを言葉にし≪やれている自分
への気づき≫というように自己を承認していくこと
が出来ている。自己を承認できたことで、気持ちの
日本赤十字九州国際看護大学紀要 第 16 号 (2017 年 12 月) 
－11－ 
整理ができていき≪話す度に落ち着いていき取り戻
した自分≫といように、自己を取り戻すことができ
るという【語ることの効果】を実感していた。榎本 19)
は、自己の体験を披露し、様々な思いを吐露するよ
うな語りには、カタルシス効果、自己洞察効果、不
安低減効果という自己開示の 3つの機能が働いてい
ると述べている。研究参加者は、1 回目でそれぞれ
様々な思いを吐露し、A氏は【現状の思いの言語化】
ができ、B 氏も【感情の言語化】ができ、カタルシ
ス効果が働いたのではないかと考える。また、C 氏
は、異動しての不安を語ることでカタルシス効果が
働き、【芽生えた自己効力感】という、やれている自
分に気づくことができたのではないかと考える。 
 そして、2 回目では、それぞれ【見えてきた今の
自分】や【自己理解できるようになった自分】とい
うように自己洞察が深まったと考える。3回目では、
【渦の中から抜け出し取り戻した自分】という自己
を取り戻したり、【内面が変化した自分】や【俯瞰的
に捉えることがきるようになった自分】というよう
に、3 氏とも自己の内面が変化している。そして、
それぞれの自己の内面の変化は、看護実践にも影響
を及ぼし、【協力して取り組みたい患者にとっての良
い看護】や【職場における意識の変化】、【共に協力
して取り組みたい職場環境の改善】といように、職
場環境のことを考え看護を行うという変化を生じさ
せていた。この変化は、継続的（1 回／月計 3 回）
に語ることで生じた変化であると考える。 
 やまだ 20)は、私たちは「語る」時、それを他者に
対してだけではなく、自己に対しても語っていると
述べている。研究参加者は、聞いてもらうだけで承
認されている感じがし、≪やれている自分への気づ
き≫というように自己に気づいていき、肯定的に受
け入れてもらっているという感じを持ち、≪話す度
に落ち着いていき取り戻した自分≫というように自
己の捉え直しができて行ったのではないかと考える。
そして、自己の捉え直しができた研究参加者は、看
護を良くしていきたいという看護に対する考えが変
わり、実践の変化が生じていた。このような段階を
追った変化は、3 回継続的に語ったことで生じたと
考える。 
 
５．看護継続教育への提言 
 中堅看護師が看護実践を継続的に語ることは、
日々の煩雑な業務に翻弄され不安定になっている自
己を取り戻す際、最も有効な手段となり得るのでは
ないかと考える。特に、A 氏や C 氏のように勤務異
動などで職業アイデンティティが揺らぐことが予想
される時期や、B 氏のようにプラトー現象を起こし
ている時期においては、その揺らぎから早く抜け出
せるのではないかと考える。継続的に語ることで、
自己の過去と現在における様々な出来事について意
味づけができ、自己の有能性に気づいていく。そし
て、新たな自己を生成することができ進む方向性が
見え、未来へ向け思考できるようになると考える。
この変化は、継続的に語ることで得られる変化であ
り、ゆっくりではあるが、確実に語った時の自己か
ら新たな自己へと進化していると考える。野口 21）
は、語り手と聴き手とのやり取りの中で、自己は姿
をあらわし、変形され、更新されていくと述べてい
る。自己が変形され、更新されていくためには、語
る→自己を取り戻す→新たな自己の生成→語るとい
うサイクルを回し続けることが必要であり、その方
法の一つが継続的に語ることであると考える。そし
て、このことは中堅看護師が生き生きと看護実践で
きるための一助となるのではないかと考える。 
 以上のことから、中堅看護師が、看護実践を継続
的に語る機会を看護継続教育において組み入れる工
夫が必要ではないかと考える。その時の聴き手は、
できれば利害関係がなく語り手と同じ物語的文脈に
生きる看護職が当たることが望ましいと考える。ま
た、聴き手の反応は語り手に大きく影響することを
考えると、聴き手の聴く技術の育成も必要になって
くる。今後、中堅看護師が、日々の看護実践を自由
に語れる場の体制作りを施設内外問わず検討してい
く必要があると考える。 
 
６．研究の限界と今後の課題 
 今回は、研究参加者に介入を継続的に 3回行うこ
とで、自己や看護実践に変化が生じることを捉える
ことができた。しかし、中堅看護師が看護実践につ
いて継続的に語ることの効果を捉えるためには、対
象数を増やすこと、また、研究結果に影響を与える
可能性がある介入回数及び介入方法については継続
的に検討していく必要がある。また、地域や病院の
設置主体も限定されており、転用可能性については
限界がある。この件についても今後検討していく必
要がある。 
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Ⅴ 結論 
 本研究は、中堅看護師が看護実践を継続的に語る
ことで生じる変化を明らかにすることを目的とした。
その結果、以下の変化が生じることが明らかとなっ
た。 
 1. 中堅看護師は、初めて看護実践について継続
的に語り、≪話す度に落ち着いていき自分を
取り戻した自分≫という【語ることの効果】
を実感していた。 
 2. 継続的に語ることで、≪考え方や人に対する
捉え方が変わった自分≫や≪スタッフの影響
を考えるようになった自分≫という自己の内
面と思われる【ものごとの捉え方の変化】や
【周囲への影響を考えた人との関わり方】と
いう変化が生じていた。 
 3. 自己の内面に生じた変化により、≪患者の存
在を意識するようになった日々の看護≫とい
う看護を常に意識するようになり【「業務」か
ら「患者存在を意識した看護実践」への変化】
を生じさせていた。 
 4. 中堅看護師に生じた看護実践の変化は、個に
留まらず、【共に取り組んでいきたい職場環境
の改善】というスタッフを尊重しながら、患
者にとっての良いケアのために一緒に業務改
善に取り組みたいという看護実践の変化を芽
生えさせていた。 
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Changes in mid-level nurses because of continuous nursing  
practice-related discussions 
 
Yumiko SUGA1) 
 
 
This study focused on mid-level nurses. We aimed to determine how continuous 
practice-related discussions change nurses and their daily nursing practices. In addition, we 
examined the significance of these discussions. The subjects of this study were three mid-level 
nurses, and the intervention was nursing practice-related discussions (once per month, a total of 
three times). Semi-structured interviews were conducted immediately after the initial discussion 
and 2 weeks after all the discussions were completed. We obtained data on the changes that 
occurred in the mid-level nurses, which were then analyzed qualitatively and inductively. The 
results showed that these mid-level nurses continuously discussed their daily nursing practices for 
the first time and felt the “effects of talking.” The discussions led to various personal changes, such 
as changes in the nurses’ “perspectives on things” as well as “interpersonal relationships based on 
their  influence on other people.” These personal changes in turn affected their nursing practices, 
and the nurses reported becoming conscious about nursing care at all times. This changed the 
nurses’ practices from “performing duties” to “being conscious about patient-centered nursing 
practice.” These personal changes also led to work environment improvement. By having continuous 
discussions of their daily nursing practices, the mid-level nurses regained their professional 
identities, which they had started to lose, and established new identities. These personal changes 
appeared to influence their nursing practice as they recognized their roles as mid-level nurses and 
acted taking other staff, their bosses, and even their organization into consideration. 
Key words: mid-level nurse, narrative,  nursing practice-related discussions, significance of 
discussions 
 
